
高冷地分場

7  野 菜機械化栽培 技術標準体系について

1.背 景と特徴  :1‐

当分場では昭和 46年 から50年 まで「高冷地野菜機械化栽培技術 」の諜題名モ朝機技術組立

試験を実施したと実際の圃場試験は昭年 47年 から50年 までの 4ケ年であるが、この間栽培し

た品日はレタス、短根二/ジ /、 スィー トヨーン、加エアスパラガスを中心作目とし、4二次によ

って異なるがキヤペノ、ハクサイ、ダイコンを補完作目として合計 6作 日を栽堆 した。試験回場

は昭和 46年 に基盤整備を行なったが必ずしも完全でなく場所によって排水不良に悩まされ、生

産力の低い圃場条件であった。

. 従 ?|て竹目、作型によっては生産が不安定なものもあったが本標準技術体採は、短根二/ジ ン

のように4年間低生産に終ったものもあるが、試験年次の少ない夕
'イコン、キヤベノ、生産不安

定のレタスの一部作型を除外 臥 ,品 目7作型について作成したので参考に供 したい。

2 技 術内容                i

ラ賭」トラクター利用を主体とした標準技術体系を、 4/タスでは春播ポリマルテ移植、ポリマル

チ直播、直縮、夏格ポリマルチ移植の4作型について、その他短根二/ジ ン、スィニトヨーン、

ハクサイ(秋出し)加エアスパシガス(播極初年度、4年扶 )についてそれぞれ作成した。
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機械化栽培になける作美別所要労力

(10a当 り、時間 )

レ タ ス

短 根

二/ジ /

スイート

ヨー/

ハクサイ
力田ジ玖パラガス

ポリマ

移

ノげ

植

(碁 播 )

ポリマルチ

直 播

億 1 番う

直播

(離 )

ポリマ

移

ノリ

植

(夏 播
1 年 目 4 年 目

2,400 2,o00 2,o00 1,400 2,000 1,100 5,000 450

ンートラ~プ 作製

育 十四

元 肥  施  肥

追 騨
し

耕 起 整 地

培 土

排      士

ポ リマルチング

捲

定

問

種

植

ラ|

中 耕 除 草

手 取 り除 草

摘 やい

除 草 剤 散 布

薬 剤 散 布

収 穫 出  荷

暮 葉  刈  取

弥 地  整  理

移i 起 (秋期 )

枯 暮  抜  欺

土 壊 消 毒

122. 49

0。64

0.51

2. 40

42 86

10.94

0.50

79.82

234

0.36

0.64

0.51

2 . 4 0

9. 14

23.48

0. 94

14.55

0 25

0.50

67.43

2. 34

0. 36

2.06

0.64

0. 授

0,70

0.50

16.46

1136

20 61

0 25

1.62

71,00

0 . 卸

0,36

64.90

0.31

0。51

2.40

38.88

1.00

13.o0

0.75

42.35

2 . 1 9

0 . 3 6

0.64

0. 14

0.51

1. 10

0.43

６

　
　

　

５

３

　

　

６

６

．

　

１

．

2.01

4.59

113.45

o.15

0.36

0.46

0.87

0.38

2,33

0. 47

8.29

5.31

(ゆ

1.50

0,87

38. 06

0.89

1.38

0.64

1.75

0.73

0.75

6 . 5 4

1 . 3 6

7 . 5 5

0.26

1.79

63. 53

0 . 3 0

0 . 3 6

0.46

1.92

2, 03

7.70

2.08

12:73

1.24

2.58

1,32

2.80

0 31

1.74

6 . 0 9

0 , 6 0

2.24

216

1.68

5.04

281.75

6 . 2 8

12をOo

計 252. 86 122.59 [16. 18 13銑 15 141.75 6α 40 86.94 35.17 323.39
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3.普 及上の留意点

(1)本 試験は平坦地で実施 した結果でぁるが、傾斜地については傾斜政 6度 まで適用 しうるも

のと考えられる。

e)試 験lr■、 1区 画長さ200初 、巾 50初 の□場で実施し、 1作 目1作理最少20a、 最大

「508で 栽J者を実施したものから10み 換第 して所要時間を算出してある。従って若子のス

ケールメリツトがあることを考慮する必要がある。         |

(3)栽 堵実績の所安時間の中には種々のアiクィデントが含まれいる作業 もあり、標準体系はで

きるだけ実績、もしくは実績 を考慮 した時間を採用 しているが、か、ヵ作業の大半は雇用人夫

によっているので、実際にはなり能率の上る場合も十分考えられる。

まだ、本標準体系は試談期間中の実衣1/cもとずいており、試骸終 了後の情勢の変化に対応

していな峰.(例 えば出荷の除になけるダ/ポ ールのテーノかけは現在ホクサー止めに変更

・ さ れている。

(4)供 用作業歳に
つ
十下
も昭神 +4,年 度に購入後新 し

広確権の導入 を して峰ないので、本体系 |

では別の機種に変更したいものとうる。例えば短根二/シンでは昭和50年 に借用して似阿

したスタ/谷イすの播種機は、昭和51年 に導入したが、レタス、ハクサィでは十分使用する

ことができヽ ・ンードテープに比較し、資材費電か らゝず、発芽障害も少なぃ。

(5)機械化械培では多額の投資を必要とし、彼開頻度の低い機種もぁるので、共同利用や公的
Ⅲ
 機 関、農業団体による機械の貸与方法の検討などが前提条件となるものと考られ、さらに農

地の基盤整備も極めて重要去条件である。

(6)な か本体系表は、標高43o初 の二戸町奥中甲Jの作型を標準としているので低標高ル帯に

おける利用は作業時期のズレに留意する必要があ名。i              f

4,試 験成績の概要            、  :

1)試 鹸課題名      |

!高冷地野菜機械化栽堵技術      モ

2)再 験午本およ錫 所      !      !!!1

昭和47午～5o年    岩 手県囲芸試験場高冷地分場

-58-



3)試 譲方法

ア 供 試圃場実面械    4 Zα

イ 基 幹労働力      男 2人 、女 1人

ウ 供 試作業核

大型 トラクター (45馬 ヵ )2台

作業稜   33機 種
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第 1表  レ タスポリマルチ移植 (春霧 )機械栽堵標準体系  品 種 グ レー トレイクス 366・

育 i覇 元肥施肥 彬十 越 ポリマルチング

殺

培

技

術

術
　
　
容

技
　
　
内

])堆 肥 夕/カ レ散布

2 ) 耕    起

3 )ハウスビニゥ頓勤ぇ

4)施     肥

5)ポツト敷設および

土入れ

6)澤  水

7)播  種

8)間引 ・除草

9)薬剤散布

10)温度管理

1)石 灰散布

2)堆 肥散布

3)化 成肥料散布

ロー タリー耕 畦巾 120御

マルチ面 75卸

畦巾 12o御材

問 夕御 2条

10a当 6,1 7 3

秩

作
　
　
　
　
莱
　
　
　
　
一技

術

作 業

実施時期

句

句

旬

下

中

下

月

月

旬

句

旬

月

１

３

上

中

下

オ

ド

ｔ

月

月

月

１

　

　

　

　

　

３

　

３

　

３

１

　

２

　

　

　

３

　

４

　

５

6)3月 下
ち
句～ 5月

上旬

7)3月 下旬

8)4月 上中旬

9)4月 上中旬

0)3月 下～ 5月 上旬

1 ) - 3 )

4月 下旬 4月下均 4月 下旬

用
　
　
具様

使

　

捜

2)歩 行型 ロータ

リー

9)肩掛噴霧稜

ラクター

1 )ライムノワー

2 ) フ ロン トコ

ーダ ー

マニアスプレジ

ター

3 うプロー ド

キヤスタニ

トラクター

ロー タリー

トラク タ
ー

ロー タ リー

マルチヤ ー

組 作 業

人  員

1)-5)  1 6 )～ ] 0 )  1 上)-3)  1 ■ 3

1 0 a 当

機械使用

時  間

2)   ].00

2.67

9)   1.00

1 ) 0 1 3

2)0. lo

O.23

3)0. 18

0. 51 0.80

lo a当

人力使用

時 間

1)   3. 50

2)   1. 00

2.67

3) 20. 67

4 )   o 1 3 3

5) 36. 33

6)   4. 53

7)  7.35

8) 32.09

9)  1.oo

LO) 11.02

1)0.13

2)0. 10

0.23

3 ) 0 . 1 8

0. 51 2,40

1 0 a 当

使用資材

パイカ ウヽス面積5o″デ

雑    肥 15 o聯

ク / カ ル 7 聯

苗 床 肥 料 2 0 し
ペー/‐ポツト(7. 5 x
7 . 5 ) 4 5 + 科}

種■茎 0 . l z 炭カル 12o均

化成肥料 100均

溶  擁 6 0 ゃ

堆  肥  2 1

ボリフイブt/A

9,227.4本
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みかどグレー ト3204 10a当 収量 2,400駒

定 イt直 薬剤散布 畦間除草 出穫出荷 跡地整理 計

1)苗取 り

2)苗運般

3)植 付

4)補 植

病害虫防除

2回 散布

マルチ畦問
ロータリー除草

1)箱In立て

切取、箱づめ

2)積上げ、積下

じ

3)固場運般

4)テ ープ姜出す

5 ) 出 荷

1)掌舞粉砕

2)フィルム浮き上

げ

3)フィルム穿勢貢

4 )運  搬

5 )耕  起

や 3)

5月 上旬

4)5月 中旬

1 ) 5 月 中旬

2 ) 5 月 下旬

5月 下旬 1)ハウ5)

6月中、下旬

1 ) ～ 5 )

6月下旬

トラクター

トレー ラー

トラクター

プニムスプレーヤー 歩行型 ロ
ータリー トラクター

3 ) ト レー ラー

5 ) ト ラツク

トラクター

1)「l―タリーカノ

ター

2)リ フター

4)ト レーラー

5)ポ ットプラウ

1)-4)  1 1)^ウ2)   1 1)～ 5)  1 1)-5)  1

2)   2.50

1)   0.25

2)  o.25

0.94

3) 1.00

5)2.00

1)  0,30

2) 0。 30

4)  0.25

5)  0.36

14.77

1)  9,51

2)   2 50

3)  2α 85

4)  1.oo

１

　

　

２

0.25

0.25

0。94 1)62. 14

2)2.Oo

3)1.o0

4)12.68

5)2.oo

1)   0.30

2)   o.3o

3) 1,49

4)d努

5)   0,36

25286

回散布量

20o を

480箱

-61-



第 2表  ン タスポリマルォ直播機械化栽培標準体系     品 1登 み かどグレー ト3204

諜 、轡 元肥施肥 耕 起 ポ リマルチング 賭 檀 除草剤散布

裁

培

技

術

術
　
　
答

校
　
　
内

1)石灰散布  |

2)堆肥散布

3)化成肥料散布

'一 クリと耕 畦Ⅲ 120筋

マルチ面 75御

栽植距雄  ‐

120×30御 2条

10a当 5,556林

建問憐草

作

業

技

作  業

実施時期

4月 中旬 4月 中旬 4月下旬 4月 下旬 4月 下旬

1史 用

幾 i 演果

トラク ター

1)ライムノワー

2)フロントロ_タ
ーニ

マキアスフ
°
レング

3)プ ロート普ヤスタ

トラク/ / 一

ロークリT

ラノ / / 一

ロー タリー

マルチヤー

トラクター

ブー ムス プ レ

ー ヤー

樹 作 業

人  員

1)-3) 1 1 3 ユ 1

1 0 a 当

微釈使用

時  ‖ 母

1め   0. 13

2 )   0 . 1 0

0 , 2 3

3 '   C . 1 8

0. 51 0.80 0.25

10▲ 当

入力所用

時  間

1)  0413

2)  0.10

0.23

3)   0. 18

0. 51 2.40 9. 14 0 25

a当

イ剰嘱資材

炭 カル 1 如玲

堆 日巴  2 う

化成肥料 100聯

溶 燐  6 0 ゃ

ポ リフ イルム

9230B   4尽 、

程子宣:0.12そ 散力j量 100
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10a当 2000時

薬剤散布
財
＝ 予| 中耕 ・除草 収穫 ・出荷 跡地整理 計

1)箱 組立て、切

取調整、箱づ

め

2)箱 積上げ、横

下 し

3)圏場的連搬

4)テ ープ挙卜け

5 ) 出 荷

1)課 粉砕

2)フ イルム浮 と

上げ

3 )フイルム集績

4 )運  搬

5 )プ ラツ耕

生育中 2回 散布 1)3本 立 ら

2)1本 立 ら

ユ)睡間中耕

2)手 取除草

5 月下旬

月下句2) 6

5月 中旬

5月 下旬2)

1)6月 中旬

2)6月 中旬

1 ) ～5 め

7月 上、中旬

1 ) ～ 5 )

7月 下旬

トラクター

ブ ームスプ レヤー

歩行型

ロータリー

トラクター

3 )ト レーラ

5 )ト ラツ ク

トラクタ
ー

1 )ロータリーカツタ

2 ) リフター

4 ) ト レー ラー

5)ボ ツトムプラツ

1 1)

2)

1)ハ ゥ 5)  1 1)～ 5) 1

1 )  0 . 2 5

2 )  0 . 2 5

1) 0,94 ) 1.00

2.00)

０

一
　

分

o。25

0.25

17. 38

2)  6.10

1)  o.94

2) 14.55

1) 49.71

2 )｀ 2. 0 0 t

3 )  1 . 0 0

4 ) 1 2 . 7 7

5 ) 2 0 0

)  0 _ 3 0

)  O t  3 0

) 1 . 4 9

)  0 . 2 5

)  0 . 3 6

122.159

1回 の散布量

200 乏

400箱
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第 3表  レ タス直播 (4月 下旬～ 5月 上旬 )機械化栽堵標準体系    品 種 み かどグレート

ンー ドテー プ楔 元肥施肥 耕起整地 革船 種 除革剤散布

栽

培

様

式

技

内

術

容

1)夕/カル散布

2)堆肥散布

3)化成肥料散布

1)ロ ータリー耕

2 ) 鎮  圧

ンートラープ埋設 播程直後散布

作

一夫
・

技

　
　

　

術

作 業 実

施 時 期

3月 _上旬 1 ) ～ 3 )

4月下旬

1 , 、 2 )

4月 下旬

5月 上旬 5月 上旬

使  用

農 機 具

ンーダ ーマシン

1 ) ライムノワー

2)フ ロントロ=ダー

マニアスブレツター

3)プ ロードキャスター

ター

] ) ロー タリー

2 ) ローラー

テーフツ ーグー

(2条 用 )

トラク ター

ブー ムスプ

レーヤ

組 作 業

人  員

1)-3) 1 1 ) 、 2 ) 1 1 1

10a当

機械彼用

時  間

2.06 1) |. 13

2)  0, 10

0,23

3) o. 18

0.51

0. 19

0, 5o 0.25

10a当

入力所用

時  間

2. 06 1 ) 0 . 1 3

2)  0. 10

0 23

3 )  0 . 1 8

0.51

0, 192)

0. 50 0.25

a 当

4更用資材

程子童 0.lZ

ホルセロンテ~ノ

2 巻

糸   1 . 3 3 巻

］灰 102丁

控 呂巴

化成肥料 100K7

溶 燐  6 0 K 7

信ズイ神道重  100 そ
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3024    10a当  2,000駒

薬剤散布 問
「
Ｈ
ツ 道 呂巴 残 十早 収穫出荷 跡地紫理 計

4 回散布 1)3本 立 ら

2)1本 、
'「
う

湖引
姻
ｑ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

立本 1)中耕際車

2)手級 少険草

(株濁除車

1)箱組立て、切取 !

調整、箱づめ

2)箱横出ず、横下 し

3)圃場内運繊

4)テ ープ卦け

5 ) 出 荷

1)喜葉粉砕

2)プ ラウ耕

5 月下旬

2)6月 中旬

3b6月 下旬

4)7月 _よ旬

1 ) 5ぇ 下右〕

2) 6月 上旬

6月 上旬 1)5月 下旬

6月 中旬

2ヽ6月 中旬

1 ) - 5 )

7月 中 ・下旬

1 ) 、 2 )

7月 下旬

トラ ク メー

1 ) 、 2 )

プ ー ムス

プ レーヤー

3 )、 4 )

ス フー ス

ス プ レー ヤー

トラクグー

施居担鑑桂1技

トラク ダー

1 ) ス テ ア リツデ

ホー

トラクター

3 )ト レーラー

5)ト ラツク

トラクメー

1 ) 口〒 タリ‐

カツター

2 ) ボ ッ ト

プ ラツ

1 ) 、 2 )  1

3 う、 4 )  2

1)、  2) 1 1 1)  2

2)  1

1)-5) 1 1 ) 、  2 )  1

1)   0.25

2)  0.25

3)   0.28

4工  0.28

0.32 1)0.34

0.34

1、00

2.005)

0430

0 . 3 62) 9:87

二    0.25

2)  0.25

3)  0.56

4)  0.56

10.96

s.502)

0,32 1) 0, 68

0.6S

2)26.61

1)  57.42

2)  2.00

3 )   1 . 0 0

4)  2.00
氏  ゝ  R ttR

1)   0.30

2)  0.36 116.

到の散布

200

イヒ月文石巴本斗

3 0ゥ

400容菖
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第 4表  レ ″スポリマルチ移植 (宏播 )機械栽培標準体系     品 程 み かどグレート3204

作 業

項 目
一宵 十距 施 5巴 本チ, 起 ポリマルチ/ク

技
　
　
内

術

容

1 )施  肥

2)耕  起

3)ヽ メ_テゥ ト敷設立

入れ

4)寒冷紗被覆

5 ) 港  種

6 ) 覆  土

7 ) 耀  水

8 ) 問  引

1)石灰散布

2)化成肥料散布

ロータリ→排 畦巾  12党 泌

マルチ巾 75,″

2 条

株間  3 0 9 2

1 0 a当

5555号末

作  業

実施時期
,

５

６

７

８

月中旬

7月下旬

!キ17i下/BJ7月 下旬 8月 下旬

竹1 使
用

1  農歳 具

|

業|_土

1)小型 トレターラー

2)歩 行型ロータリー

トラクター

7)ス ワーススプレ十 一

トラクター

1 ) ライムソワー

2いプロード持

スター

トラクター

1い ―/ /リー

トラクター

1)ロータリー

大型マルチヤ

|  キi 作
業

1 1 大 貞

ユ
ー

ゃ′

ナ

ー

２

３

４

ヽ
ｉ
ｌ
ｉ
ｊ
ｌ

、
ァ
ー
「
１
ｌ
ｒ
ｌ
ブ

…ｌ

ｉ

ｔ

ｒ

ｌ

，

1 3

1 0 a当

機  械

4愛用時間

1)   0.25

2)    0. 50

7)   0, 30 1 )   0 , 1 3

2)   0. 18

1)   0.51 1)  0.80

10a当

入  ヵ

所要時間

1)    1 30

2)   0.25

3)  31.00

4)   4.00

)   5.00

)   0. 55

)    0.30

)  22.00

1)   o 13

2)  0。 18

1)   0.51 1)  2 40

1 0 a 当

使用資材

堆 肥  100峰

夕/カル  6物

的 麟 10町

麟 酬
1柱 歩:舞28輩

構 子 0 , 1 そ タンカル 1 2 0 守

イ移拠働母100Rタ

軽ヤ出0,23そポリアイルム4本

(9230B )

- 66 -



10a当 収童 1400Kタ

定 植 案剤散布 畦問除草 収機 ・出荷 跡地整理 計

1)苗取 り

2)苗運披

3)植 付

120卸 x30御

2条植

4 ) 補 植

病害よ防除

3回 散布

1回散布量

2 0 0 Z

マルチ畦問 !

1)ロ ータリー耕

2)ホ ー除草

1)箱 組立て

切取、箱語

2)横 出犬棒下し

3)収 納合に運搬

4)テ ープかり
'

5 ) 出 荷

1)暮葬粉砕

2)マルチフイルム

裾上げ

3)フ,ィノ弘 集積

4)フィルム運j岐

5 ) 秋  耕

旬

　
一
句

上
　
　
中

月

　

　

月

８

　

　

・

　

８

ｎ
ｌ

ｌ

…

―

―

ノ

⌒

力

め

翁

1)8月 下旬

2)9月 下旬

3)9月 中旬

8月 下旬 1 ) 9月下旬

2)  ヽ

3)

4)10月 上句

5 )

トラ ク ター

1 ) ト レーラー

4)   ″

トラク ター

1)ブ ~ム スプレー

ヤー

1 ) 歩行型

ロータリー

トラク タ
ー

3)トレラ ー

5)トラツク

トラクター

1)ロータリーカツ

ター

2)リフター

4)トンラ ー

5)ポ ツトムプラウ

ヽ
１
１
１
１
、
≫
ｒ
ｔ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ノ

ー

２

３

４

1)

2め

3)

ヽ

１

１

、

ィ

ー

ー

ブ

1 )

2い

3 )

4 )

5)

―

―

１

２

３

４

５

1  `  2. 50

_    0.25

1)  0.25

2)  0.25

3)  0.25

1)1.00 3)  1.00

5)   2.00

1)   0.30

2)   0.15

4)    0.20

5)   0,36

11.18

1)  6.43

2)  2.50

3) 28.tD5

4)  1.00

1 )   0 . 2 5

2)   0. 25

3)  0.25

1)  1.00

2) 13. 00

1)  34.77

2)   1427

3)  1.00

4 )   3 . 8 1

5 )   2 . 0 0

1 )     o  3 0

2 )   0 . 1 5

3)   1.49

4 )  0 , あ

5)   0.36

167. 15

軽油 1.71Z 出荷織

2側 衛

-67 -



第 5表 短 根二!ンシン核械化裁培標準体系     品 種 US春 蒔 5寸、MS泰 拝 5寸 、

酷紫蟹
ん
也 層巴 耕 起 施肥整地 ,者 種 除革剤散布 中耕除革

術
　
　
容

技
　
　
内

(1)石灰散布

(2)推肥散布

フ
・
ラウ耕 (1)化成肥料散

布

物)ロータリー

砕土

畦巾 50御 `

秩問 10御

(1)揺種直後

散布

(り生育中散布

(2回 )

畦間中耕

(3回 )

作

莱

■
イ

術

作 業 実

施 時 期

(り、修)

11月 上旬 ユ1月上句

(lX O)
,41月中旬 4月

~F′
BJ

(1)5月上句

O ) 5 月下旬

6月下旬

(1)5月 中旬

(2)6月 中旬

(3)7月 上句

用
　
　
具

使

　

農

トラク ター

( 1 ) ライ ム

ノ フー

(ク)い 一ダ ー

マニアスフ
°
レー

ダー

トラク″一

プ ラツ

トラクター

( 1 ) ベロー ド

キヤスター

(2)‐3 -―タ リーー

トラク ター

スペー シ ング

ドリル

トラク ター

はX2)

ブームスプレ

ー ヤ ー   !

トラク ター

(lX2X0

ロー クリー

カメレチ

■ 作 業

人  員
1 エ 1 1

1 0 a 当

機械使用

F貯 問

(1)0.13

(2)0.lo

O,23

0.36

←) 0 , 1 8

(2)0.51 0.43

(1)0.67

●)0.67

(00.67

住)0.55

(分 0.55

●)0。 55

10a当

入力所要

時  間

0.46 0.36 0, 69 0.43 2 01 ].65

1 0 a 当

使用資材

石灰 120竹

イ土層巴2 t
化成肥料

120ゃ

浴擁 40玉7

1回当り故

布童 10 0そ

-68-



目標収豊 2t

膳3 51 デ皇 居巴 茶剤散布 培 土 収 穫 調整出荷 跡地盤理 計

1本 立 企画散布

(1回 )

(1)発芽後散

布

(2)～“)

生育 中散布

位)車輪弥

砕土

(2)培 土

(1)据り上げ

e ) 枚き取り

13)トツピ/グ

は)袋 譜

(5)械込み、

市下じ

G)運 搬

C)洗 浄

(1)選 別

(2)箱 語

(箱姓 )

e)相 包

(4)出 子町

(1)残搾粉砕

e)残搾煎

込み

6月 中旬 6月
~F″
勧

(1)5月中旬

(2)6月下旬

(3)7月 にP生|

律)7月 下旬

(1)、像)

7月 中旬 8月 上旬～

中旬

8月 上旬～

中旬

3月 下旬

トラク ター

プロー ド

キヤス ター

トラク ター

(1)～{3)

ブー ムスプ

L/一ヤー

“)スワース

プレーヤー

トラク ター

(lX幼
ロータリー

カル チ

トラクター

(1)リフター

16)トレ
ーラー

(7)抗浄検

l r 4 ) トラツク トラク ター

は) 申― タ リ

カッ ター

( 2 ) フ
・
テウ

1

(1)～(3)

1

(0  3

ほ)―10

1

(7) 2

1

0.14

(1)1.00

(2) 1.00

(3) 1.oo

(4) 0. 53

(1)0.55

(幼 0.55

l l ) 0 . 3 0

(6)o.80

(7)6.22

律)1.6o

l l ) 0 . 1 5

(2)o.36 19.80

16.36 0_14

(1)～伸)

3.00

1 4 )

1. 59

1.10

(1)0.30

(2115,34

13)15.40

1 4 ) 7 . 1 7

(5)1.79

1 6 ) 0 8 0

(7)12.44

位) 1 5 , 9 6

( 2 ) 3 5 . 1 9

(3) 7.46

(4) 1.60

0. 51 141.75

化 海史渇巴汗斗

50Kタ

1回 当 り

散布量

200 を

出荷箱

200箱

―ど69 -



第 6表  ス イ
ー トヨーン機械化歳培標準作系

耕  起

品種  ハ ニ
ーパンタム中生

除草剤散布

(1)播程直後散

布

(2)生育中散布

( 2 匝1 )

作 業 実

施 時 期
5月 上旬

(1)建問除草

(2)株問除草

( 1 )化成肥料散

布

1 2 ) ロ
ータリー

砕土

1畦巾 90o″

;除間  25御術
　
　
容

技
　
　
内

)√l灰散布

雑肥散布

グラウ耕

5月 中旬

d)5月 中旬

(2)6月中旬

7月 上旬

トラク 〃一

一 本 プラ/

ター

トラ クター

(1)(2)   _

ブ~ム スプレー

十二

トラク ター

ll)
カノリ娯‐ ター

使  用

農 機 具

本出イ年栄

人  員

トラククー

1 )ライムノフー

マニアスプレー

タと

トラク ター

プラク

トラクク
ー

(1)ブば
―ドキヤス

ター

(り,一 タリー

ユ        1      1

(1)o.181 0 a 当  1 1 ) i O , 1 3

機 構 使 1 2 1 0 , 1 0

用 時 間 1  0 , 2 3

0. 36       1   0,69
1 0 a 当

人 力 所

要 時 間

一,70-



目標収量  1,lt

間引 除けつ 追肥 培土
' 葉剤散布 収  後 調整出荷 跡地整理 計

本葬 3～

4枚 時 1

本立

1珪問施肥

(播種後

4 0 日)

アワノメイ

ガ防除

Q穂 期)

( 1 ) かき取 り袋

言苦

121積込み荷下

し

(3)運 競

O )調整撲別

(2)箱譜

(箱組と)

13)テープ擁ヽけ

“)出 荷

(1)碁葉粉砕

(2)挙葬鍬込み

0月 上旬 6月 中旬 6月 下旬 6月下仁 7月 中旬

(lX2)(3)
9月 上旬

～宅旦__

(lX2)●准)

9月 上旬

～中右1

(1淳)

9月 下旬

トラクター

施肥播種

機

(施肥音B

利用 )

トラクター

リツジヤ
ー

トラクタ
ー

スワース

スノレー

ヤー

トラクター

( 3 )

トー ラー

トラノク トラクター

d)ロ
ータリー

カツター

1 2 ) プラウ

ユ l 1 3

l l )  1

1 2 )  2

( 3 )  1

1 1

0.45 0。29 0. 29 1 3 ) 1 . 2 1 (4)1.54

律)0,32

1 2 ) 0 1 5 7 8.53

2.38

|

5.31 0。 45 0.29 0.87

(1)12.銘

(2)2.31

1 3 ) 1 . 2 1

(1)&14

( 2 ) 0 . 拠

l s 3 ) 2 6 4

“) 1 . 5 4

0.89 60.40

|ヒ成肥料

20駒

散布量

200そ

出荷箱

1 110籍

―‐71ニ



第 7表  ハ クサィ (秋 どり )機械歳堵標準体系     品 種 松 島変配仲秋  10a当 1灰量
ンー ドテープ

作 製
元肥施肥 耕起整地 播  種 除草剤散布 間   引

萩

培

様

式

作業内容
シードテープ

作  製

(1)堆肥散布

像)石灰散布

(3)化学肥料散

布

(1)耕起整逝

121鎮 圧 テープ埋設
施種直後

散  布
1本 立

悔
|

|

卜
| |

ほ

術

　

　

チ

作業実施

時  期

7月 下旬 7月 下旬 7月下旬 3月 上句 8月 上句 9月 上旬

使 用

農 機 具

シ_ダ 上マン

すノ

トラククー

(1)フロントロ
ー

ダーマニアス

の繁免|
(3)テ丁野:1

トラク ター

ll)コータリ
ー

12)ロ
ーラー テ■プンータ

・一

トラク ター

ブー ムス

プ レ十一

転R 作 業

人  員
1 ユ 〕 1 J 1

10a当り

機構使用

幣  問

1.38

(00ヵ 10

0.第

(2)o.13

(働 0.18

(1)0.51

像)0.22 0.、75 0,26

10a当り

人ヵ所要
~

時  間

1.38

0, 10

0.23

0, 13

o, 18

修

伸

1)0.51

2) 0.22 0.75 0,26 6.54

10a当り

使用資材

ホ ブ映こロンテ ー

プ 1.3巻

糸 0・9巻

堆肥 2,oOo均

タン カル

2oO Kタ

化成肥料

120Kタ

ようりん

2 0 K ″

砂 1 物

種荘 釣 , 1 を 1 1国の散布童

100 そ

一・72-



5,000駒

薬剤教布 中耕除草 除 草 追肥 収 穫 出 荷 跡地整理 計

3回 散布 畦問除草 手取除草 1回追肥

(1)切牧箱詰

e)積み上げ

積みかろし

(3)運 搬

(1)テープ掛け

修)出 荷 樹霞
葉
盤
砕
|

|
(1)8月下旬

(2)9月下旬

I■10月中旬

( 1 ) 8 月下

旬

( 2 ) 9 月中

旬

9月 _上旬 9月 中旬

10月 下旬～

11月 上旬

10月 下旬～

11月 上旬 11月 上旬 |

卜

均

　

　

幼

ス

ト ラク タ

スアアレー

シ体―

トラク ター

( 3 ) トレ
ーラー

( 2 )トラツク

トラク々
~

(1)諄
―タリー

カツター

像)ポットムプ

ラウ

“)1

(2X3)3
1

(1)0.23

( 2 ) 0 . 西

(3)3.26

(1)034

(2)0,34

(3) 2. 72

1 2 ) 3 . 3 6

(oo.30

1 4 2 ) 0 . 3 611.93

(1)0.23

像) 0 . 7 8

D . 7 8

(1)0.68

像) 0 . 6 8 7.55 1_75

(1)46.62

像)4.61

o ) 2 . 7 2

(1)6.22

12)ユ 36

(1)o.3o

(2)0.36 36.94

1回 の散布童

抑OZ

化局蛇出巴拝斗

50駒

タン竹キツレ

333容富
1

ニー73‐ 一



　ヽ
　
　
＼

第 8衣  加 工用アスパラガス機械化栽港標準体系 就培初年度

業の

項 目
土襲消毒 施  肥 耕  起 様堀施肥 ポリマルチング ;者 種

栽

培

様

式

ヤ

！
技 術

1内 容

モンパ病防除

(1)石灰散布

(2)堆肥散布

プラツ耕

(ガス抜 き )

(1)溝堀 少

(2)翔朝巴十挟おj

e)化成肥料散

布

畦 巾 180御

(1)ギルナノゲ

1 2 )マノワ 手直し

株問 24,テ

1ケ所3種

(1)催芽処

理

(2)は 極

(3)補 穂

イ午:

１ヽ

抜

作 業 笑

施 時 期

0月 中旬 11月 上句 11月 上旬 4月 下旬 4月 下旬

(lX分

5月上句

(3)

6月 上旬

使 1 用

農 横 具

トラクター

土壌消韓機

トラク ター

(1)ライムノワ
ー

(2)い
―
フと

マ方 スプレー

ダー

トラク/ / 一

プ ラク

トラク ター

(1)アスパ ラガ

ス堵 土機

(2)甲
一グ
‐一

マニみ ノィー

タ‐

(3)プロードキャス

ター

トラクター

(1)マノ巧十一

報1 作 業

人 1 員

1 1 ユ

位) 3

(〕 1 1

1 0 a 当

機 械 使

用 時 間

o.31

(1) 0, 13

(2)0.i10

0.123

0.36

律)0.56

(2) 0.40

0.4o

t3) 0.20

0.

T I

1 0 a 当

入 力 所

要 時 間

0.31 0.46 0,36 1.56

は)1.23

12)0.80

(均 0.20

12)6.70

13)0.80

備  ! 考

( 1 )石灰

如0物

(2)堆局と

2 t

議の深 さ

3o～43御

(1)堆肥 1.5t

(2)化成出巴料

_  120Rタ

マ ルチ面が地

面 より5～10

例al量くす る。

ポリフイルム3本

(黒 )

- 7 4 -



カル フ オ ル ニ 500

除草剤散布 薬剤 1飾 手取除草 中耕除尊 茎栗処 理 腕 嬢
卦

O)括権直後散姉

e)生育中散布

(1)土壌害虫防除

ψ)暮構れ防除

13)アスパ ラハ ムシ

防除

14X5)(6)17)

カツハン防除

O)マルチ穴 と

肩部の除草

像)雑草整理

畦間除草

( 2 回 )

α)挙葉刈取

修)集積、横辺

み

(3)運 披

(1)マルチ除去

像)集穏 積迎

(3)運 搬

律)土零せ

ヤ…
5月 上旬

(z,6月上旬

7月 上旬

(1)4月下旬

像)6月 上旬

(3)6月下旬

14X5)8月上、下旬

(6)仔)9月中、下旬

位X2)

5月 下旬

(1)7月 中旬

12)8月 上旬

1遊)(3)

11月 中旬

はX2X3)“)

11月 中旬

トラクター

(1)ブ
ームスプレー

ヤー

の フ
と ムスフ

を
レー

ヤス スフ
ース

ノレーヤー

トラクター

(1)背負動散

12) <々5)

ブー怒 プレヤ ー

(6)～竹)

スワ=スプレーヤー

歩行型

トレーラー

歩行型

ロータリー

トラク グー

( 1 ) モ
ー ア

(3)トレ
ユラー

トラクター

(3)トッラ ー

( 1 )  1

(2)  1

″   3

(1)～ (5)

(6)～セ)

1

3

1 )

2 )   1 1

(lX3)1

12)2

(lX3X翁1

12) 2

(1  `0.26

0。26

0。2 4

(1)0.10

0)0.26

(3)0.26

1 r l ) 0 . 2 6

(5)0.26

(6)o.24

(7) 0_24

1 2 ) 2 . 6 5

1) 1,04

2) 1,04

位

　

　

●

0.29

0. 16 e)o.16

は 82

1.24 258

(1)10.03

(分 2.65 20S

) 0。29

0.87

0.16)

(1) 1,50

修) 0 . 4 4

(3)0.16

F4お 0.70

35.17

散布童

1回 当 100そ

散布童

1回 当 200Z

士寄せはマル

チ下で根が離

出していると

きに行なう。
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第 0 加
~E用
アスパラガス機械化栽堵標準体系     (4年 株 )

業の相類

i項
枯挙整理 畦問砕土 培 土

．

J叉 後 洗浄調整

栽

培

様

式

技  術

内  容

(1)枯喜味去

e)運 般

(1)培 土

(2)堵土仕上

(増上高 さ30

柳E )

6o日「R3収穫

( 1 日 3 回

収桜 )

(1)洗 浄

(2)選別調整

竹=

業

作 業 実

施 時 期

にX分!ii

4月 中旬 4月 中旬 4月 下旬 5月 上旬～

7月 上旬

5月上旬～

7月 上句
~

f死  用

農 機 具

( 2 )

告行型 トレーラー な行7Ftlul口_タリ

トラクター

アスパ ラガス

培士核

母
!作
業

八卜 員 1 1 1

1 0 a 当

機 械 彼

用 時 間

(2)

1.36 1.03

0.97

10a当

入 力 所

安 時 間

は)10.64

(2)1.36 1.03

(1) 0.97

(2) 4, o9 200.38

(1)10.32  _

(2171.05

備  考
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品種 カルフ オ ルニ ア 500 目標収量 450均

施  肥 排  土 除革部j散布 描  芯 中耕除草 薬剤散布 率葉処理 計

(1)石灰散布

(2)推肥散布

(3)化成5E料

散布

収稜終 r

施肥直後

(1〕培土後散布

e)誹土後散布

(3)生育中散布

畦FR3除草 (1)アスパラハム

シ防除

(分喜権、禍斑

病防除

(3)ヨトウ防陳

(1)暮葉刈取

(2)集積、横

込

(3)運 搬

1上
旬 7月 _上旬

(1)5月 _L旬

(2)7月 上旬

(3)8月 上旬

8月 下旬

7月 中旬

(1)7月中旬

(2)3月上旬

(1)7月 下旬

(2)(3)

3月 下旬

9月 中旬

11月 中旬

トラク タ
ー

(lX3)

プロートキヤス

ター

の
ロブ

ー

ア ニ ア ス プ レ
ー

h「
i  々と

トラクター

アスタくラガス

排土暖

トラク舛一

(lX3)

スヮiススブレ

ーキー

(2)ブ
上ムス

プレーヤー

歩行型ロータ

リー

トラクター

スワ=ス ス

プレ寸 一

トラクター

(1たザ

( 3 )

トレーラー

1 1

l l X 3 ) 3

( 2 )  1 ユ

(lX3)1

( 2 ) 2

( 1 ) 0 . 1 9

ψ)0.61

o.61

(●
 `｀
 33

1.74

0.60

(1)0.56

12)0.45

(3)0.56

0 . 5 6

(1)1.12

(2)1.12

0 . 5 6

0.56

0.56

１

　

　

　

　

３

O.40

C.78

12.93

0.60

(1)1.68

(2)0.45

0)3.36

2. 16     1    2 24 5.04

(均 o40

(2) 5 10

(3) 0.78

32ユ 39

(1)石灰

130式?

像)堆肥 5t

13)化成 層巴や|

1701tク

1廟傑

8o時

故布量

上回 100●

散布童

1区コ300/_
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